
学校経営資料                                      令和４年 4月１日 

                                中 山 町 立 中 山 中 学 校 

１ 学校の教育目標 

（１）教育目標  「 貢献  自立 」 

（２）めざす生徒像 

 「貢献」 地域・社会の課題解決に関心を高め、社会の形成に主体的に参画する生徒 

 

 「自立」 夢と志をもち、肯定的に自己理解を深め、自己実現に努める生徒 

 

２ 本年度の経営の方針  

  いのちをつなぐ環境・学びを生かす環境づくりを推進する 

 

３ 本年度の学校経営の重点 

（１）生徒が安心できる居心地の良い「温かな学校」をつくります。 

・常に、生徒の安心と安全、人権を第一にした活動を行います。 

・学びに向かう共感的な人間関係と潤いあふれる教育環境づくりに努めます。 

・一人一人の生徒を認め、生徒に寄り添った温かい生徒指導を推進します。 

・特別支援教育を推進するとともに教育相談活動の充実を図ります。 

 

（２）たくましく活力にあふれ、「いのちをつなぐ生徒」を育成します。 

   ・自尊感情が高まり、明るい声が響き合う指導を継続します。 

   ・生徒会活動や学校行事での自発的な取り組みを通し、感動体験を積ませます。 

   ・防災教育やボランティア活動等で、思いやりの心を育みます。 

   ・健康の保持増進に努め、体力と運動能力の向上を目指します。 

 

（３）学習指導要領全面実施を踏まえ、「確かな学力」の向上を図ります。 

   ・目標を明確にした授業、まとめと振り返りを大切にした授業の実践に努めます。 

   ・小中連携を柱に「自分の言葉で表現豊かに語れる生徒」の育成に努めます。 

   ・各教科等の見方・考え方を働かせて、主体的・対話的で深い学びを育みます。 

   ・基礎的読解力の向上と教科横断的な教育課程の検証を行います。L 

 

（４）「地域と共に歩む学校」づくりを目指します。 

   ・地域の人や自然、社会の特性を活かした学校づくり、開かれた教育課程を進めます。 

   ・「授業や行事等の公開」「学校だより」「ホームページ」等を通して学校の情報を積極的に発信していきます。 

   ・学びの縦糸と横糸をつむぎながら、教職員一人一人の公教育を担う使命感とゆとりを大切にし、信頼される「チー

ム中山中」を目指します。 

 

４ 研究主題     「見方・考え方を働かせて表現しあうことができる生徒の育成」（３年次） 

                    ～根拠を明確にして説明する力を高める～ 

 

５ 学級数と学年別生徒数 

項目／学年 １年 ２年 ３年 特別支援 計 

学 級 数   ３   ３   ３ ２  １１ 

男  ３９  ５３  ４７ ２(3年) １(2年) ２(1年) １４４ 

女  ４０  ４１  ５１ １(１年) １３３ 

計   ７９   ９４   ９８ ６ ２７７ 

 

６ 教職員数 

（１）県費負担教職員２４名(校長・教頭・教諭等 18・養護教諭・主事・スクールカウンセラー2) 

町職員８名(学習相談員・特別支援教育支援員 2・部活動支援員 2・技能専門員・ALT・給食配膳員) 

（２）年齢構成（県費） 

項目／年齢 22～29 30～39 40～49 50～59 60～65 計 

男 ０ １ ３ ５ １ １０ 

女 １ ５ ２ ５ １ １４ 

計 １ ６ ５ １０ ２ ２４ 

（３）平均年齢  男：52.1歳 女：43.1歳 全体 46.8歳 


